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ワールドマスターズゲームズ 2021 関⻄
２年前イベント
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実施概要

■実施日程

■実施時間

■実施会場

■実施目的

■主催

■対象

■実施内容

■出演者

■露出目標
対象メディア

2019年5月26日（日）

11時〜18時（7時間）想定

グランフロント大阪 うめきた広場
（〒530-0011 大阪市北区大深町4-1）

大会開催の機運醸成ＰＲ及び、WMG2021関⻄大会⼀体感の醸成

公益財団法⼈ワールドマスターズゲームズ2021関⻄組織委員会

⼀般参加者、各実行委員会関係者等

ステージイベント、参加型イベント、
出展ブース（各府県市実行委員会、スポンサー各社、関⻄経済連合会）

井⼾会⻑、松本会⻑、武井壮大会応援大使、アンバサダー、
アナバサダー、神⼾製鋼コベルコスティーラーズOB選⼿、
近鉄ライナーズ選⼿・コーチ、スフラを予定

在阪テレビメディア、ローカル紙、ローカル誌

≪グランフロント大阪営業時間≫
SHOPS 10:00〜21:00
RESTAURANTS 11:00〜23:00

■イベント内容（予定）
◇ステージイベント
〇トークイベント 武井壮大会応援大使、神⼾製鋼ラグビー部ＯＢによる

ＷＭＧ２０２１開催に向けてのトークイベント
〇アナバサダーイベント （実施内容調整中）
〇アンバサダーイベント 武井壮大会応援大使、アンバサダーによるＷＭＧ２０２１

にちなんだ意気込み発表
◇参加型イベント
〇綱引き 子どもとスフラとのエキビジション

全日本綱引選⼿権出場チーム（予定）、実行委員会選抜チーム、
組織委員会選抜チームでのトーナメント

〇ラグビー体験 子どもを対象に近鉄ライナーズ選⼿・コーチーによるラグビー体験
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会場レイアウト（調整中）
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No. 団体名 内 容

１ 福井県実行委員会 ディスクゴルフ体験・ライフセービング体験

2 滋賀県実行委員会 開催種目・会場の紹介

3 京都府実行委員会 フライングディスク体験かゲートボール体験
（調整中）

4 大阪府実行委員会 自転車（ＢＭＸ）の展示

5 兵庫県実行委員会 囲碁ボール体験

6 奈良県実行委員会 開催種目・会場の紹介

7 和歌山県実行委員会 スポーツウェルネス吹き矢体験

8 鳥取県実行委員会 グランドゴルフ体験

9 徳島県実行委員会 （調整中）

10 京都市実行委員会 ペタンク体験

11 大阪市実行委員会 スポーツ施策の紹介

12 堺市実行委員会 サッカー体験

13 神⼾市実行委員会 オリエンテーリング体験

Ａ ＷＭＧ2021組織委員会 なりきりスポーツフォト体験

Ｂ スポンサー （調整中）

Ｃ 関⻄経済連合会 ラグビー体験

出展ブース（調整中）



Society5.0 社 会 に 向 け た
健康×スポーツへのアプローチ

(第２回 CSCシンポジウム)

5月2８日(⽕) 14時〜17時
令和元年

大阪大学 中之島センター
佐治敬三メモリアルホール

〜CSCから始めるSociety5.0社会への取り組み〜

参加無料(先着順160名)

0422版

2019年ラグビーワールドカップおよび2020年東京オリンピック・パラリ
ンピックさらにワールドマスターズゲームズ2021関⻄の開催を控え、現在、
スポーツ・ヘルスケアへの関心が大いに高まっています。
このような社会状況の中、大阪大学ではSociety5.0社会の到来に向けて、

「サイバースポーツコンプレックス構想(Cyber Sports Complex︓CSC構
想)」を⽴案し、スポーツ・ヘルスケアに関連する様々な教育・研究活動、
産学連携による社会実装の推進、次世代型グラウンドへの発展など、社会
課題を総合的に捉え、新たな社会的価値・収益事業価値を持つための取組
を始めています。今後、より一層広い視点で社会課題を捉え、教育・研究
との産学共創展開を充実させ、より豊かな社会⽣活実現に向けて全⼒を挙
げて邁進いたします。
本シンポジウムでは「CSCから始めるSociety5.0社会への取り組み」と題

して様々な分野の専門家をお招きし、Society5.0社会の実現に向けた新た
な価値創出についてご講演頂きます。
皆様のご来場を心よりお待ちしております。

主催︓大阪大学
共催︓大阪大学ライフデザイン・イノベーション研究拠点(iLDi)
共催︓公益財団法⼈ワールドマスターズゲームズ 2021関⻄組織委員会
後援︓関⻄広域連合(予定)、関⻄経済連合会(予定)

検索 : 阪大 CSC-SymposiumCSCシンポジウム運営事務局
E-mail︓csc-sympo@ids.osaka-u.ac.jp

お問い合わせ



プログラム

申し込み方法

会場アクセス

下記の方法でお申し込みください。
下記HP・QRコードからのWeb申込み

http://www.ids.osaka-u.ac.jp/sorep/info-0528.html

参加無料 (※但し、会場の都合上、先着順160名とさせて頂きます)

〇電⾞によるアクセス
京阪中之島線中之島駅より徒歩約５分
阪神本線福島駅より徒歩約９分
JR東⻄線新福島駅より徒歩約９分
JR環状線福島駅より徒歩約１２分
地下鉄四つ橋線肥後橋駅より徒歩約１０分
地下鉄御堂筋線淀屋橋駅より徒歩約１６分

※その他詳細は、中之島センターHPをご参照ください。

大阪大学中之島センター「佐治敬三メモリアルホール」
(会場案内 https://www.onc.osaka-u.ac.jp/index.php)
大阪大学中之島センターの正面玄関は中之島通に面しております。

主催︓大阪大学
共催︓大阪大学ライフデザイン・イノベーション研究拠点(iLDi)
共催︓公益財団法⼈ワールドマスターズゲームズ 2021関⻄組織委員会
後援︓関⻄広域連合(予定)、関⻄経済連合会(予定)、

検索 : 阪大 CSC-SymposiumCSCシンポジウム運営事務局
E-mail︓csc-sympo@ids.osaka-u.ac.jp

お問い合わせ

検索→ 阪大 CSC-Symposium

「(仮) CSCから始めるSociety5.0社会への取り組み」

調
印
式

「(仮)ワールドマスターズゲームズ2021関⻄で描く未来」

第
二
部

第
一
部

ワールドマスターズゲームズ2021関⻄ × 大阪大学
包括連携協定 調印式

14:00〜14:30

14:30〜15:00

15:00〜17:00

講演︓高橋 一夫⽒ (近畿大学 経営学部 教授)

挨拶︓ 吉川 秀樹 (大阪大学 理事・副学⻑)
講演︓ ⼋⽊ 康史(大阪大学 理事・副学⻑)、中⽥ 研(大阪大学 教授)

野⽥ 義和 (東大阪市市⻑)
辻 晴雄 (関⻄テニス協会 会⻑)

(その他調整中)
閉会挨拶︓⾦⽥ 安史 (大阪大学 副学⻑) ※プログラムは変更になる場合があります。

http://www.ids.osaka-u.ac.jp/sorep/info-0528.html
https://www.onc.osaka-u.ac.jp/index.php


韓国での広報誘客活動の実施について 

 

 

１．概要 

  ４月10日から12日にかけて、海外からの参加者２万人獲得にむけ、アジアのター

ゲット国である韓国からの誘客について、韓国国内の関係機関・団体との協議を行

った。 

 

２．訪問先及び協議概要 

 ①ＡＰＭＧ全羅北道組織委員会 

  ・2019全国生活体育大祝典における合同プロモーション内容の打ち合わせ 

   →2019全国生活体育大祝典開会式（４月26日）において全羅北道組織委員会と

共同でブース出展することが決定 

  ・APMG2022全羅北道大会と WMG2021関西大会との相互広報誘客にかかる協議 

   →今後、あらゆる機会を活用し、相互の大会について共同プロモーションを行

うことを合意 

  ・全羅北道対外協力局長との意見交換 

  ・全羅北道副知事（APMG 誘致団統括）表敬訪問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②大韓体育会 

  ・2019年全国生活体育大祝典における日韓成人交流事業を活用したプロモーショ

ン活動の打ち合わせ 

   →歓迎レセプションにおいてＷＭＧ2021関西大会のＰＲを行うことで合意 

  ・韓国における広報誘客活動にかかる協議 

   →募集要項や競技情報が発表できるタイミングで情報発信を依頼・承諾 

 

 ③韓国国内の関係機関 

  ・韓国における広報誘客活動にかかる協議 

   →募集要項や競技情報が発表できるタイミングで情報発信を依頼・承諾 

  （訪問先） 

   ・自治体国際化協会ソウル事務所 

   ・日本商工会議所ソウル事務所 

   ・ミズノコリア 

   ・韓国旅行業協会（KATA） 
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２０１８年度 ２０１９年度

◎1000日前

大会
開催

5/14〜30

◆5月︓会場決定（開会式︓岡崎エリア一帯、閉会式︓大阪城ホール）
◆５月頃︓式典コンセプト決定

◆11月頃︓ボランティア募集要項の発表、団体ボランティア受付開始

◎観光・文化サイトの開設（2019/11〜2021/5）

◎大会ヘルプデスク開設（2019/11〜2021/5）

◎ｴﾝﾄﾘｰｼｽﾃﾑでの募集受付（2020/2〜10）

◎オープン競技開催（２０２０/４〜２０２１/８）

◎エントリー受付開始（2020/2〜2021/2）

◆競技実施準備（役員編成、運営係員編成、競技用具の整備など）

◆11月頃︓交流の場の概要発表（各開催地域の拠点会場の場所、期間、内容など）

◆11月頃︓開閉会式の概要発表（プログラム、交通アクセスなど）

大会参加への誘導（国内３万⼈、国外２万⼈）の達成

◆11月頃︓大会日程・参加者募集要項発表

◆４月頃︓競技日程・募集枠・障がい者競技(種⽬)の発表

大会概要検討・情報発信 直前準備

◆５月頃︓メダルデザインの発表

◆4月︓ボランティア実施計画策定

大会の機運醸成
各ターゲット(層)に合わせたプロモーション展開

大会認知度の向上

◆８月︓アンバサダー就任発表（第1弾）、以降継続的に発表

◎２年前 ◎１年前

◆５月︓IMGA理事会・総会にて参加料⾦承認
参加者
募集

▶2019年11月に参加者募集要項発表

▶参加満⾜度の高い募集内容の検討
- 参加がしやすい競技日程の編成
- 分かりやすい参加料⾦体系の設定
- 操作性のよいｴﾝﾄﾘｰｼｽﾃﾑの構築
- 参加問合せ体制の充実

競技
運営

◆５月︓IF承認を経て、IMGA理事会・総会にてﾃｸﾆｶﾙﾃﾞﾘｹﾞｰﾄ等の承認

▶2019年11月、競技別実施要項を
発表

開会式
閉会式

▶関⻄・日本の歴史・文化の魅⼒を
発信し、多くの⼈に感動を与えら
れる式典プログラムを検討

交流
観光
周遊

▶広域開催を活かした取組の推進
- 周遊の仕組み構築(各地域に拠点
設置、周遊交通パスの提供等)
- 各地域の取組の促進とＰＲ

ボラン
ティア

▶5万⼈の選手が最高のパフォーマン
スを発揮できるよう、プレイヤーズ
ファーストの競技会を実施

◎宿泊サイトの開設（2020/2〜2021/5）

◆3月︓宿泊計画、交通実施計画策定

宿泊
交通

◆宿泊・交通準備（宿泊施設確保、シャトルバス運⾏準備など）
▶以下を⽬標に取組を推進
- 参加者、大会関係者等へ不⾜なく
快適な宿泊施設を提供
- 競技会場への交通手段の提供と
分かりやすい広域交通情報の発信

◎参加者募集要項発表

▶他機関とボランティアの確保や育成
等での連携協定を締結

▶のべ約６万⼈（予定）のボラン
ティアを2019年度から募集開始

ＴＳＵＮＡＧＵ推進事業
▶地域や団体の方々の取組や活動を登録し、それ
らの活動を通じて大会を応援していただく事業

◆５月︓TSUNAGUプログラム受付スタート

機運醸成の⾒える化の取組

(2018.7)全国 8.9％
近畿2府4県15.4％

競技種目ごとの参加者獲得取組
▶各競技種⽬別にターゲット(層)に対して適切に
アプローチし、５万⼈達成の積み上げを⾏う。

◆3月頃︓オープン競技30競技(予定)オープン競技
▶大会の機運醸成とスポーツ活動の促進のため、
開催地域で多種多様な競技を実施

◆開会式、閉会式、表彰式シナリオのIMGA承認

◆11月頃︓競技別実施要項の発表

◆11月頃︓交通インフォメーションガイド発表

◆４月︓IMGA理事会・総会において34競技58種⽬の承認
◆８月︓IMGA事務局承認により35競技59種⽬に変更

◆４月頃︓研修実施

◆交流準備（交流の場概要、各期間中イベント）

(2019.1)全国 11.1％
開催地19.0％

(2019.7)全国 ●％
開催地●％

(2020.1)全国 ●％
開催地●％

(2020.7)全国 ●％
開催地●％

(2021.5)全国 ●％
開催地●％

機運醸成
▶大会２年前、１年前を最大の節⽬として、開催
地域の機運の拡大づくりに取り組む。

認知度向上・大会価値の向上
▶大会が持つポテンシャルや魅⼒を広く浸透させ、
認知度向上と様々な形での大会参加意欲のかき
⽴てを図る。

ターゲット別アプローチ
（国内）競技団体登録者層への大会認知

レクリエーション層の参加⾒込者の掘り起こし、囲い込み
（国外）リピーター層への大会認知

ターゲット国でのＰＲ協⼒機関・団体の拡大
アジアへのアプローチ方法検討

◆11月頃〜︓大会参加につながる情報発信の開始
◆2月頃〜︓大会参加促進策、時宜を捉えたプロモーション

◎エントリー開始 ◎エントリー終了

◆５月︓２年前イベント ◆５月︓１年前イベント
認知度向上施策の実施
アンバサダー、メディアパートナーと連携した事業展開による効果の拡大

◆観光準備（サイト構築、商品造成）

◆和歌山(11/11) ◆洲本市(3/3)
◆葛城市(3/24)

◆奈良市(5月)

ワールドマスターズゲームズ2021関⻄ロードマップ 年齢、性別、能⼒や障がいの有無に関係なく個
性を共に輝かせ合う大会づくりを進めています。

インクルーシブな大会づくり

競技への参加 大会運営への参画

レガシーの創出
ワールドマスターズゲームズ史上初めて、準備
段階から能動的にレガシーの創出に取り組んで
います。2019.4時点




